
エスカード牛久ビル3階
9年ぶりに新企業を誘致

問  政策企画課☎内線1211、未来創造課企業誘致推進室☎内線1529

牛久市は市街地の活性化を図るとともにJR牛久駅西口にあるエスカード牛久ビルの「空き床」解消に取り組んできました。 
そしてこの度、新たに障がい者就業支援を展開する「株式会社スタートライン」がエスカード牛久ビルに進出し、令和8年 
1月5日から事業を開始しています。これにより、「中心市街地の賑わい」と「市内における新たな雇用」が創出されます。

　
市
は
商
業
施
設
の
活
性
化
と
ま

ち
の
賑
わ
い
、
魅
力
の
創
出
を
目

指
し
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル

で
も
、
大
型
店
舗
撤
退
後
、
長
年

「
空
き
床
」解
消
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年

は
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
が
出
店
さ

れ
、
賑
わ
い
を
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の

活
性
化
の
た
め
、
令
和
６
年
4
月
、

新
し
く「
牛
久
市
特
定
中
心
市
街

地
事
業
所
開
設
等
補
助
金
制
度
」

を
創
設
し
、
事
業
所
を
含
め
た
誘

致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、「
株
式
会
社
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
」が
本
制
度
第
1
号
認

定
と
な
り
、
令
和
８
年
１
月
に
エ

ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。「
空
き
床
」解
消
だ
け

で
な
く
、
市
の
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
拡
大
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
障

が
い
者
雇
用
の
促
進
が
求
め
ら
れ

る
中
、
市
に
お
い
て
も
障
が
い
者

が
安
心
し
て
働
き
、
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
前
記

「
株
式
会
社
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」は
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
者
雇
用
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
企
業
で
、

「Diverse V
illage USHIKU

」

と
し
て
当
市
に
進
出
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
複
数

の
障
が
い
者
支

援
サ
ー
ビ
ス
を

一
つ
の
施
設
で

提
供
し
、自
分
の

牛 久 市
株式会社

スタートラインスタートライン
（障がい者就業支援）（障がい者就業支援）

【障がい者雇用創出と地域活性化に向けた包括連携協定】

エスカード牛久ビル 3階フロア

共生社会の
実現

民間と協働の
まちづくり 雇用の創出

・�支援者30人の
雇用

・�障がい者120人
の雇用

・�職場体験プロ
グラムの提供

・�市民参加型イ
ベントの開催

・�障がい者雇用
の促進

・�障がい者の職業
選択・自立支援

特
性
や
成
長
に
合
わ
せ
た
働
き
方

を
選
べ
る
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
進
出
に
伴
い
、
市
と
同

社
は
令
和
７
年
６
月
に「
障
が
い

者
雇
用
創
出
と
地
域
活
性
化
に
向

け
た
包
括
連
携
協
定
」を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
協
定
で
は
障
が
い

者
や
高
齢
者
支
援
を
含
む
、
地
域

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
障
が
い
者
就
労
支
援
を
通
じ

て
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
社

会
を
目
指
し
、
市
と
同
社
は
相
互

連
携
と
協
働
に
よ
り
障
が
い
者
の

共
生
社
会
の
実
現
、
地
域
活
性
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

企業誘致への取り組み

多様な雇用の創出
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コーヒー豆焙煎、ハーブ・葉物野菜の生産、オフィスワー
クの3つのサービスを提供。サービスを利用する企業が 
入居し、それぞれの企業が拠点を構え、障がい者を雇用
します。利用企業に雇用された障がい者は業務習熟度や
成長に合わせた働き方を選べる環境となっています。

1月8日のオープニング
セレモニーには関係者
ら約90人が参加。施設
完成を祝うテープカッ
トと、式典後には関係

者向けの施設案内が行われました。オープン当
初、3社、10人が施設を利用。利用予約も入ってお
り、順次受け入れていく予定です。今後のDiverse 
Village USHIKUの発展が期待されます。
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